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研修報告書

	所　　属　　青南病院　南病棟　　職　種　看護師　　氏　名  鳥谷部　久美子

	期　　間　　平成65年　 9月9日～9月9日　（計1日間）

	出張目的    青森県看護協会　褥瘡ケアの実際

	出 張 先    リンクステーションホール青森

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


<考察>

　褥瘡が発生する要因として大きく局所的要因と全身的要因・社会的要因に分けられる。特に高齢者はADLの低下に伴い、食事摂取行動がうまくいかず栄養状態が低下しるい痩・骨突出が目立ち、ハイリスク状態となってしまう。更に尿・便汚染により皮膚浸軟を招き褥瘡発生につながる。
　私たち看護者・介護者は日頃よりリスクアセスメントをし、皮膚の観察・清潔保持・栄養状態の観察と同一姿勢を避け、時間ごとの体位変換をする等ADL全般における援助が必要となる。
　しかし、予防に努めても褥瘡の発生につながる事がある。その際は体位変換の時間や方法の検討・マットレスの選択・処置内容をチームで検討し統一したケアを行い、褥瘡が治癒に向かっているか客観的に数値で評価できるようDESIN-Rの活用・創の写真撮影等行う必要がある。

＜研修要旨＞

◎褥そうとは

· 身体に加わった外力は外と骨と皮膚表層の間の軟部組織の血流低下、あるいは停止させる。この状況が一定時間持続されると組織は不可逆的な阻血性障害に陥り褥そうとなる。

◎発生要因

1．局所的要因：①加齢による皮膚の変化　②摩擦とずれ　③失禁・湿潤　④局所の皮膚疾患

2．全身的要因：①低栄養　②やせ　③加齢・基礎疾患　④薬剤投与

3．社会的要因：①ケアのマンパワー不足　②経済力不足　③情報不足

◎褥瘡リスクアセスメント

· 活用されているスケールは7つあるが、その目的により使い分けが必要である。

＊スケールと特徴は以下の通り

褥瘡危険因子評価表：日本人高齢者のじょくそう発生リスクの特性である「病的骨突出」を項目

　　　　　　　　　　　　　に取り入れている。

ブレーデンスケール：発生要因の概念図より構成・予防策としての看護介入が行いやすい。

ブレーデンQスケール：小児用

OHスケール：日本人高齢者用・項目が少なく、評価のばらつきがない。

K式スケール：前段階要因と引き金要因に分かれている。・二選択方式

在宅版褥瘡発生リスクアセスメントスケール：在宅に特化した要因も検討。

◎スキンケア

· 皮膚の観察・清潔・保湿

· 浸軟の原因と影響
· 適切な軟膏の選択

· 医療用粘着テープによる皮膚障害の予防

◎体圧分散寝具の選択とポジショニング

· 点ではなく面で支え、基底面を広くする事で体圧分散が図られる｡

⇒褥瘡予防・患者さんが安楽

･　ずれ・摩擦を防ぐケア：頭部挙上は30度まで・組織のズレを除く為に背抜き・足抜きをする。

· 体分散寝具の適応：寝たきり・自力体動困難で骨突出・るいそう・浮腫がある。

仰臥位で仙骨部の体圧が40mmHg以上の場合。

◎褥瘡治癒とＤＥＳＩＧＮ－Ｒの使用

・DESIN－Rの可能性：褥瘡の治療確率反映した重症度指標は患者様や介護者にとって患者様のQOL・入院期間・医療費負担などを考え合わせて治療方針を検討する資料として使用できる。
　＊頭文字をとり、深さ・浸出液・大きさ・炎症/感染・肉眼組織・壊死組織・ポケットを表す。
　　しかし深さの点数は加算しない。

・NPUAP（米国褥瘡諮問委員会）による分類。
　ステージⅠ：発赤を伴う損傷のない皮膚
　ステージⅡ：黄色の壊死組織を伴わない真皮の欠損。
　ステージⅢ：皮膚全体が壊死し脂肪組織が露出することがある。
　ステージⅣ：骨・筋・筋肉の露出を伴う皮膚全層組織欠損。
　DTI疑い：限局的な皮膚の紫～栗色の変色。または血痕。
　判定不能：壊死組織で覆われ褥瘡の深さがわからないもの。

· 栄養管理
・褥瘡患者に得意に必要な栄養素：タンパク質・脂肪・ビタミン・微量元素

・NTSの役割：チームで各職種ができることを持ち寄って回診するとその場面で褥瘡を評価し栄養管理　　　　　　　　　　
　　　　　　　の方針が決められる。
・データアセスメントの注意点：血糖値に注意する。

　　　　　　　　　　　　　　　窒素バランスに注意する。

　　　　　　　　　　　　　　　血清アルブミン値だけで判断しない。

　　　　　　　　　　　　　　

・生化学データチェック：RTP

　　　　　　　　　　　　CRP＊炎症が起きるとCRPは高くなり体内のアルブミンの合成が抑制され

　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　栄養を追加しすぎると腎・肝臓に負担をかける。

　　　　　　　　　　＊感染をコントロールしてCRPを下げるのが先決。
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